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目的 皮膚扁平上皮癌の経過観察の仕方についてのレビュー 
データソース 不明 
研究の選択 不明 

 
データ抽出 不明 

主な結果 

 
 

結論 

経過観察の目的は３つある。１）原発巣切除部における再発の早期発

見、２）遠隔転移の早期発見、３）新たな病変の早期発見である。 

理学的には患者の訴えを良く聞き、原発巣部を慎重に診察し、所属リ

ンパ節領域を良く触り、最後に特に日光露出部に新生病変がないか観

察する（白人：５年以内に５０％に新生病変がみられる）。 

転移の７０％は２年以内に、また、そのほとんどは１年以内に起こる。

経過観察推奨間隔：最初の２年は３ヵ月毎、その後３年は１２月毎、

In situ は６ヵ月毎に行う。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ VI ） 
 
SCC 患者の経過観察方法について、よくまとめられている。 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


